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第２回 山形県田んぼダム推進情報連絡会のまとめ
１ 実証ほ場の検証結果 ＿
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田んぼの排水調整装置
（排水口径40mm）
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農林水産部農村整備課



２ 全国及び県内の取組事例集 ＿ ３ 適切な排水調整装置の選定 _
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４ 今後の主な予定 ＿

〇田んぼの貯留機能効果の検証（令和５年度は村山地域の２地区で実施予定）
〇田んぼダムの条件整備（水尻設置や畦畔補強を令和５年度は６地区で実施予定）
〇情報連絡会の運営（令和５年度は村山地域で開催）や情報発信、周知活動

山形県ホームページ https://www.pref.yamagata.jp/140029/kensei/tanbodamu.html

・ 県内で田んぼダムの効果が実証されたことは大きな成果。今後、農家や住⺠にＰＲしていきたい。
・ 水尻桝が未設置や壊れている所があり、今後、地元と協議して桝の設置や畦畔補強の要望を取りまとめたい。
・ 田んぼダムは、⼀定の流域単位で取り組むことが有効で、効果を⾒える化することが大切。
・ 農業所得を得る場である水田で、農家は河川管理者の呼びかけに応じてリスクを抱えながら取り組んでいる。
田んぼダムを推進するためには、総合的に治水と利水の両⾯から柔軟な配慮やスタンスが求められる。

・ 上流の農家は下流の住⺠を想い、下流の住⺠は上流の農家に感謝するという相互扶助の精神により、農家の
理解と協⼒を得ながら、流域治水を主導する河川管理者とともに田んぼダムを広げていきたい。

主な意見


